
相模大野駅周辺のまちづくり
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都市建設局まちづくり推進部
都市整備課



相模大野駅周辺のまちの成り立ち
相模大野駅周辺は、主に３つの事業でまちの基盤整備を進めてきました。
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約３２ha

約19ha

約4.2ha

市営相模大野
駐車場

相模大野中央公園

相模大野駅

ボーノ相模大野
(商業施設)

相模大野駅周辺土地区画整理事業
【昭和４７年から平成１２年まで】

（面積約３２ha）

相模大野駅西側地区再開発事業
【平成１８年から平成２５年まで】

（面積約３．１ha）

米軍医療センター跡地整備事業
【昭和５６年から平成９年まで】

（面積約１９ha）
国家公務員宿舎

外務省研修所

グリーンホール相模大野
ロビーシティ

旧伊勢丹

コリドー通り



「さんかく」構造
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相模大野駅北側のまちづくりは、３つの拠点となる「核」を配置して、
まちの回遊性向上と面的な賑わいを創出する「三核構造」を

まちづくりの考え方として取り組んできました。

【商業・交通の核】

・相模大野ステーションスクエア
・相模大野駅
・駅前広場

【商業・文化の核】

・伊勢丹相模原店（令和元年９月閉店）
・相模女子大学グリーンホール
・相模大野図書館
・相模大野中央公園【魅力づくりの核】

・ボーノ相模大野
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空から見る相模大野の変遷

1989（H元）年 2019（R元）年

・医療センター跡地整備事業によ
り、旧伊勢丹相模原店（1990
年開業）が建築工事中

（写真左上）

・H25に三核構造を支える都市基
盤整備は完了

・駅周辺には、大型商業施設など
中高層建築物が増加
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1940（S15）年

・通信学校駅（現︓相模大野駅）
が開業(1938年）

・相模原陸軍病院（写真左側）が
開設

写真出典元︓国土地理院



●伊勢丹相模原店の閉店
●新型コロナウイルス感染拡大
●周辺都市（海老名・南町田など）の発展 など

現状とこれからのまちづくり

既存の公共的空間などを活用
しながら、ソフト施策を中心
としたまちづくりを進めます。
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環境や社会情勢
の変化

来街者の
減少

ポテンシャル

●他のまちにはない魅力
（ex.駅周辺に商業施設のほ
か公園や学校がある等）

●今までのまちづくりで
整備した、誰でもアクセ
スできる公共的空間が多
数ある。

など…

既存施設
の老朽化

これからの相模大野のまちづくり



ソフト施策のイメージ（例）
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「人が中心」の道路空間 公園空間の新しい使い方

商店街の空き店舗や空き地の活用 駅前広場の賑わいを創出

相模大野では、どのようなことができるか考えよう︕

引用︓国土交通省
官民連携まちづくりポータルサイト



まちづくり全体のスケジュール

まちづくりの検討

ワークショップ
まちづくりの検討と、
ソフト施策の実施

公共的空間や既存施設
等の活用方策検討

地域の魅力を高める
持続可能な取組体制を構築・強化・充実

新たな庁内体制へ移行し
まちづくり施策の検討・実施

地域との
連携

まち全体
の検討

公共的空間
等の活用

必要なハード整備や
施設更新の検討

必要なハード整備の
実施
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第１期 第２期 第３期以降

Ｒ７ Ｒ１０４年間Ｒ３ ３年間 それ以降
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まちづくりに取り組む概ねの範囲
相模大野中央公園

（仮称）相模大野４丁目計画地内広場イメージ
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○将来的に活用可能な公共的空間
α（仮称）相模大野４丁目計画地内広場
○商店街
Ａ 相模大野銀座商店街振興組合
Ｂ 相模大野北口商店会
Ｃ 女子大通り商工振興会
Ｄ 相模大野南新町商店街振興組合

○活用可能な公共的空間
①相模大野中央公園【市】
②コリドー街【市】
③北口駅前広場、サンデッキ相模大野【市】
④ボーノウォーク【市】
⑤ボーノ広場【民間施設】
⑥駅南北自由通路【民間施設】
⑦南口駅前広場【市】
⑧季節の橋【市】
⑨相模大野立体駐車場【市】
⑩相模女子大学グリーンホール２階デッキ【市】

コリドー街

ボーノ広場

駅南北自由通路

ボーノウォーク


